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重力波は、光速で伝搬する時空の歪みであり、中性子連星合体や超新星爆発などといった激しい天体現象から
多く放出されると考えられている。重力波の信号は非常に微弱なため未だ直接検出には至っていないが、現在
建設が進められている大型低温重力波望遠鏡 KAGRAなどによってこれらの検出が可能になると期待されてい
る。一方、重力波だけではなく電磁波やニュートリノなど様々な手段によって同じ天体現象を同時観測すること
（multi-messenger観測）によって、ガンマ線バーストのメカニズムの特定や、中性子性の状態方程式、その合体
時における元素合成過程の詳細などが明らかになり、より多様な重力波天文学が展開できると期待されている。
他国の重力波検出器LIGOやVirgoでは既にGamma-ray Coordinate Network (GCN)を用いたmulti-messenger

観測システムが試験されているが、KAGRAでも LIGOやVirgoなどと協力して重力波信号のパラメータ決定を
行い、これらの情報を他の望遠鏡にいち早く送信することが必要不可欠である。特に 2015年末には、簡易的な干
渉計 iKAGRAを用いたオペレーションにおいてmulti-messenger観測に必要なシステムのテストを行う予定であ
る。本講演では、これらのシステムやmulti-messenger観測の今後の展望について説明する。


